




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ち ゃ ん と 心 得 て い て 、
春 の 時 を は ず す こ と な く そ の 発 生 の 営 み を
はじめたのだ。雨は風









五 月 雨 の 降 の こ し て や 光 堂
（「奥の細道」）




さ れ た 。
杜 詩 と 芭 魚 の 句 の 共 通 点 は 意 志 を 表 す
動詞「降り残











五 月 雨 は 光 堂 が 人 間 の 宝 物
i
化
財 で あ る こ と を 知 っ て い る か ら 、
光堂に雨をふりかけなかったの
で あ る 。
風軽くして粉蝶喜ぴ、花暖かにして蜜蜂喧すし
（ 「 散 頃 、
興 を 遺 る 、




















只恐花盛老相他繁枝容易紛紛落数 築 商 談 細 細 開
只恐る花盛きて老の相催すことを。繁枝は容易に紛紛として落つ、蝦薬は商談して細細に開け。










































































































































































るものとして見るという点では一致する。二人の文学世界に表れた大自然山、河 動植物はみな人間と同じような喜怒哀楽の感偕を持ち、人間と同様に行動す 二 自然と 物を友人として、それに話しかけたり、訴えかけたりする。二人は自然と人生．は同一であるという目で、宇宙、万物を見ていた。
芭蕉は杜甫の表現手法を受け入れて、杜甫の物の考え方も正し
第28号
9→F,→仁J←J-hirr,r、’←’r-rrJrr-E"；
u
（東北邸範大学副教授）
＜把拙した。しかし、芭
蕉に描き出された詩情は杜甫のそれと全
く異なってい
る。杜甫の春の眺めは政治の色彩が浚厄であって、
あくまでも国を憂え、人民を憂えるという偕からである。それに対して、芭蕉のほうは季節の移り変わり 人々の離別を惜しむ永遠の旅人としての感慨に
よる
。
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